
し一方,昭利 45.5.7VC行われた新都市計画法VCよる市衝化区域の線引き及び県の第 5次庸合

計画では,中井町,大井町等は丘陵全体vc｢農村的性格｣の役割を与えていることから,これから
どのような変化をしていくのであろうか｡

鏑 川 中 下 流 域 の 地 理 学 的 考 察

森 純 子

本論文は,群馬県鏑川中下流域をフィー･7t,ドとして.地域の地形,土壌及びこれらの対応蘭係に

ついて考察 し,さらにそれらの自然環境を基盤として成立する土地利用の変遷及び現況vcついて論

述することを目的とした｡

1.本地域の段丘面は,GtI,GtI,GtJII,GtⅣ の四段vc分類される. レ､ずれも第三紀層基盤

の上vc.GtI･Gt皿では 10-15m.GtBI･GtⅣでは 1-5mの段丘磯層を不塵合ve威

せている0

2 ロームを被復する面は,従来GtI･OtⅡのみと考えられてきたが,董者はGt皿ucもロ

ームを載せる部分があることを確認した.従 ってGtⅣは post-1oam面vc,GtⅢは立川面に

対比されるのが妥当と考えられ,その結果,GtⅡは武蔵野面VC.GtIは下末書面VC相当すると

思われる｡
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第三紀層基盤

上部ローム層

段丘億層

鹿Ilt河岸段丘の模式的横断面図

5 先に東木氏 (1929)吃.鏑川支流の反Y字現象か ら.土地の西方-向かう傾斜運動を推

定したが,鏑川及び河岸段丘の縦断面形からは,東方への傾斜運動が推定された｡従って鏑川流域

の全体的な地盛運劫の方向は,段丘の非対称的配濃から推定される北方-の傾斜運動とあわせ考え

ると,北をhL北東であると推定される｡

4 本地域には,火山灰を母材とする火山灰土壌,段丘物質を母材とする沖積土壌,崩横物質を

母材とする崩慮土壌の5つの母材型の土壌が発達するo またこれらは別ve地下水の浅い地域には,

グライ化作用の結果グライ性土壌が発達する｡
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5 これら土壌型と地形面の対応関係をみると,GtI･Gt丑には火山灰土壌が,Gt皿には

沖積土壌 ･グライ性土壌 ･火山灰土壌が,GtⅣVCは沖積土壌とグライ性土壌が主として発達するo

なお徴地形と土壌型の対応は,本地域全体を通 じて.一般化することはできないことがわかった｡

6 本地域における土地利用の特色は,昔よ折 田作の比重が非常ve高いこと,しかも明治以来,

田畑比率VCほ とんど変化の夜いことの2点があげ られる｡これは主として,地形と表層地質vc影響

されて,地下水が深 く , 利水が困雑をことVCよると考えられる｡

7 本地域では.安政開港以前は,麦 ･雑蔵を中心とした自給的穀作農業が営まれていたが,開

港を契機 として,養蚕業中心へと移っていった.この時の桑園化は,上流の山間部 よb始まって,

明始末VCは中流域vc及び,昭和 5年の最盛時vcは下流域の一部を除いて全流域VC及んだ｡その後,

桑園は 1929年の世界恐慌,それvC続 く第二次大戦によb戚少 したが,桑園率は現在をお40,2

%を示す｡

8 現在の農業は,高等園芸 ･畜産の導入など,新 しV,動きもみられるが,依然自給 目的の米麦

野菜作と換金目的の養蚕業の 2つの柱か らなるといえる｡

9 地形面と土地利用の関係をみると,OtI･GtⅡ･GtⅢの徴高地は桑園又は畑と在って

おD,atⅣの旧河床と,北流する支川からの引水が容易夜下流域のGtⅣ及び高Ej川 ･丹生川の

谷底平野面は水田となっている｡

発展過程からみた川崎市の都市地理的考察

矢 野 道 子

現在の川崎市の都市的性格を考察するためUe,その発展過程からみること托した｡ 論文の構成は

次の通DであるO

序 文

第 1卓 市域概観 1 自然環境

2 社会環境

第 2卓 発展過程 1 工業化以前の川崎

2 工業化の過程

5 住宅地化の過程

第 5卓 川崎市の都市的性格

川崎市VCおける今後の問題
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